
　皆さん、こんにちは。今年度、茨城青司協の会

長を務めております、下妻支部の久松伸一と申し

ます。もう、半分ほど過ぎてしまいましたが、遅

ればせながらご挨拶をさせていただきます。

　私は、平成24年度に司法書士試験に合格し、翌

年平成25年にほぼ実務経験のないなか、五霞町と

いう司法書士のいない小さな町で開業いたしまし

た。さらに遡ると高校を出てすぐに上京して、20

代の大半はバンド活動などをしたり、はたまた、

気の向くままに東南アジアにバックパックを背負

い半年くらい帰ってこなかったりと、司法書士と

いう資格に出会うまでの私の人生は我ながらけっ

こう自由人でした。そんなまともに社会人経験も

してこなかったような私が、まさか茨城青司協の

会長になるとは夢にも思いませんでしたし、約10

年間の実務経験を大きなトラブルなく積んでこれ

たのは、茨城青司協の仲間がいたからだと改めて

感じております。

　さて、去る７月８日、『全青司関東ブロックい

ばらき研修会』という一大イベントが、皆さんの

ご協力のもと盛況のうちに終わりました。そして、

今年は荘原会員が全青司会長ということで、事務

局としても多くのメンバーが大活躍しております。

イベントごとが目白押しで規模も大きくなりがち

ではありましたが、ここでいったん落ち着きま

しょう。関東や全国ももちろん大切ではあります

が、県内会員が気軽に事業に参加できるよう、良

い意味での敷居の低さも大切かと思っております。

その点、私は、どちらかと言えば肩ひじ張らない

緩い雰囲気の人間かと自分では思っておりますの

で、どうぞお気軽にお電話でも何でもいただけれ

ばと思います。そして、是非是非、茨城青司協の

今後の事業にもお気軽にご参加ください。そして、

気が付けば一緒にしょうもない話で笑い合ったり、

仕事の話を真剣に語れる仲間になれたら嬉しく思

います。

　ということで、今年度も引き続き楽しく活動し

ていければと思いますので、皆さんのご協力をど

うぞよろしくお

願いいたします。
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　７月８日（土）つくば国際会議場にて、全青司

関東ブロックいばらき研修会を開催致しました。

本研修会は、全国から150名を超えるご登録をい

ただき、おかげさまで大盛況のうちに終了致しま

した。研修会にご参加いただいた方々、実行委員

の皆様、本当にありがとうございました。

　研修会の企画、運営について、令和４年２月頃

に第１回会議をしてから、開催日当日まで、月に

１回くらいのペースで会議を行い、研修内容の検

討を進めてきました。私は、今回のような大規模

な研修会を企画するのは初めてだったので、開催

方法や規模など、判断に迷うことは多かったです

が、前回の茨城全国大会などで活躍された方々の

アドバイスもあり、大きなトラブルもなく開催す

ることができました。

　研修内容について、「司法書士業務の落とし穴

～なぜ法律専門家が間違った判断をしてしまうの

か～」というメインテーマを作成し、具体的な内

容を詰めていきました。このテーマを選んだ理由

は、やってはいけないと分かっていながら「誰も

困らないならいいか」「お客様のためなら仕方な

いか」といった判断から不正行為をしてしまう、

そんな心理状況を考えてみたかったからです。

　第１部は、犯罪心理学者の桐生正幸先生をお呼

びして、法律専門家が間違った判断をしてしまう

心理的メカニズムを講演していただきました。司

法書士の業界では、犯罪心理学というのは、なか

なか聞くことのない分野でしたが、身近な例や最

近のニュースに当てはめて、分かりやすい講義を

していただきました。個人的には、「まあ、これ

くらいならいいか」から過ちのスパイラルが始ま

るというお話が、普段の業務でも気をつけないと

いけないなと感じました。

　第２部では、司法書

士業務の落とし穴と題

して、実行委員が試行

錯誤して作り上げた、

参加型プログラムを行

いました。これは、司

法書士業務を題材とし

た寸劇映像を参加者に

見てもらった上で、リアルタイムアンケートとい

う手法を使い、自分ならどういう判断をするかを

匿名で回答してもらうという形式のものです。準

備は念入りに行いましたが、参観者の反応やリア

ルタイムアンケートの結果など、実際にやってみ

ないと分からないところもあり、不安と期待の気

持ちで研修会を受講していました。ですが、司会

者の円滑な進行もあり、受講者に大変満足してい

ただく研修会となりました。

　懇親会にも、多くの方が参加していただき、研

修会の感想などを聞くことができました。今まで

にない形式の研修会でしたが、「自分のことに置

き換えて考えることができた。」「リアルタイムア

ンケートで普段は話せないような本音を見ること

ができた。」など、好評なご意見を多々いただき

ました。また懇親会では、名字研究家の髙信幸男

先生に名字に関するクイズトークをしていただき、

大変盛り上がりました。

　今回、研修会の実行委員長という立場を経験し

て、準備に苦労するときもありましたが、実行委

員の方々の支えのもあり、無事に終えることがで

きました。研修会の内容ももちろんですが、その

企画・運営を行えたことも、自分にとって大変実

りのあるものになったと思います。

全青司関東ブロックいばらき研修会
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養育費電話相談会	

名　称：「�全国一斉　司法書士による手続き支援
のための養育費相談会」

日　時：令和４年９月25日（日）
　　　　10：00～16：00
場　所：茨城司法書士会館
　　　　３階大会議室及び小会議室
相談員：５名（全日５名・午前のみ１名）

　全国青年司法書士協議会、茨城司法書士会との
共催で、上記の通り無料電話相談会を行いました。
　昨年に引き続き、今年も研修は各自が配信動画
を見る形で受講し、午前中から相談会に参加しま
した。例年通り回線数は２つで、茨城県発信の電
話を優先的に受けました。
　入電は午前中に集中し、一日の相談件数は５

件で昨年・一昨年と同じでした（全国では86件）。
やはり入電は少ない印象でしたが、今年は５件中
４件が離婚前の当事者からの相談で、離婚時の幅
広い知識の必要性を感じました。
　相談員は待機時間が長くなりましたが、その
時間に他の相談
員と上記知識の
確認をしたり、
日々の業務で気
になることを語
り合ったりする
ことができまし
た。そんな時間
を過ごせるのも
電話相談会の良
いところかなと
思いました。

秋季懇親事業	

開催日：令和４年11月５日（土）
時　間：午前11時30分～午後３時00分
会　場：城里町総合野外活動センター
　　　　ふれあいの里
参加者：14名（会員８名／会員家族／大人１名

／子ども５名）

　上記日程で会員家族も含めてバーベキューを実
施しました。
　食材の買い出しは、当日の朝、城里町内のスー
パーにて実施。購入する品や量は現場で簡単に決
まるだろうと思っていましたが、大人数だと以外
に難しく、経験豊富な田中会長と久松副会長の二
人に助けていただきました。
　食材購入後、会場に移動。会場は、常磐道水戸
北ICを降りて20分程の場所でしたが、キャンプ
場も併設されており、当日は多数の来場者でにぎ
わっていました。
　参加者が勢ぞろいしたところで、田中会長が参
加者に向けて挨拶。その後、２班に分かれて準備

を開始。
　ここから共同で作業をしましたが、普段は少数
で働いているので、たまには皆で協しながら作業
するのもいいなぁと感じました。入会間もない会
員も２名参加してくれましたが、協力して作業を
やるうちに自然と打ち解けていったように感じま
した。
　準備が終わったら、あとはコンロを囲み、食べ
るだけ（笑）。それぞれのペースで好きなものを
食べで飲み、ときには仕事の話を語りあったりし
ながら楽しい時間を過ごしました。
　参加して頂いた会員の皆様、ご家族の皆様、あ
りがとうございました。

令和４年度下半期の活動報告
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【茨城青司協】　令和５年12月９日（土）　…………………　第３回研修会・忘年会
　　　　　　　令和６年１月28日（日）　…………………　全国一斉生活保護相談会
　　　　　　　令和６年２月17日（土）　…………………　児童養護施設法律教室（あいびー）
　　　　　　　令和６年２月23日（金）　…………………　定時総会
【全　青　司】　令和６年３月２日（土）　…………………　ちば全国大会

今 後 の
活動予定

生活保護電話相談会報告書	

名　称：「全国一斉生活保護相談会」
日　時：令和５年１月22日（日）
　　　　10：00～16：00
場　所：茨城司法書士会館
　　　　３階大会議室及び小会議室
相談員：５名
　　　　（全日２名・午前のみ２名・午後のみ１名）

　全国青年司法書士協議会、茨城司法書士会との
共催で、上記の通り無料電話相談会を行いました。
　昨年に引き続き、今年も研修は各自が配信動画
を見る形で受講し、午前中から相談会に参加しま
した。例年通り回線数は２つで、茨城県発信の電
話を優先的に受けました。

　入電は午前２件、午後２件で計４件、昨年の９
件と比べて低調でした。主な相談内容は、生活保
護の概要や申請方法の問い合わせでした。全国の
相談件数は92件。昨年と設置回線数はほぼ同じな
のに、昨年の197件から半減しました。相談窓口
が増えて相談者が分散したのであれば、相談件数
が少ないことは喜ばしいことです。ですが、生活
困窮に関連する心配事が減っているわけではない
と思いますので、来年度以降も継続して相談を実
施していきたいです。
　電話相談ではいつも感じることですが、相談に
備えることや相談者の生の声を聞くことは、相談
員自身の勉強になると思います。電話相談に参加
したことのない会員の方も、ぜひチャレンジして
みてください。

第３回研修会・忘年会	

１．研修会
　開催日：令和４年12月３日（土）
　時　間：午後２時00分～午後５時00分
　場　所：茨城司法書士会館
　方　法：会場とZOOMの併用方式
　講　師：仙台高等裁判所判事　岡口　基一先生
　テーマ：「�不動産登記訴訟を題材として民事訴

訟の本質を考える」
　参加者：29名（会場参加19名／ZOOM参加10名）
２．忘年会
　場　所：BISTRO130（水戸市泉町３－３－４）
　参加者：20名

　著書「要件事実マニュアル」でお馴染みの岡口
基一先生に不動産登記訴訟を素材に民事訴訟の基
礎的事項についてご講義いただきました。　
　前半では、訴訟の勝敗のルール、請求権の発生・
存続・消滅、原告がなすべきこと、訴訟物の定義
等について歴史もからめてご講義いただきました。

　後半においては、訴訟物、請求の趣旨、請求原
因の要件事実等を具体的な不動産登記訴訟類型ご
とに一つ一つ確認していきました。
　私自身、認定考査以降はこれらの事項に触れて
いなかったため、今回の講義では昔の記憶を喚起
しながら拝聴しました。
　講義の終盤で時間が余った際には、岡口先生に
は裁判所での裏話も披露していただきました。
　岡口先生の気さくなお人柄により心地良い雰囲
気の中、講義を実施することが出来ました。
　また、研修会後
には、３年振りに
忘年会を実施しま
した。久しぶりと
あって以前にも増
して熱気に満ちて
いたように感じま
した。とても楽し
い夜を過ごすこと
が出来ました。
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法律教室	

内　容：児童家庭支援センターあいびー主催の
　　　　オンライン法律教室「法律クイズ大会」
日　時：令和５年２月26日（日）
　　　　13：30～15：15
場　所：児童養護施設および会員各自の事務所等
方　法：オンライン
聴講者：茨城県内の３施設７名の生徒
講　師：久松　チューター：田中・諏訪

　上記の通り開催しました。内容は前回（令和３
年11月）と同様、法律クイズ大会です。講師が講
義・出題・解説を担当し、生徒は施設ごとに２つ
のグループに分かれて回答を考え、発表します。
グループごとにチューターが一人ずつ付いて生徒
をサポートしました。
　どのグループでも生徒たちは積極的に発言して
くれました。前回参加してくれた生徒もいて、「内

容は忘れてしまった」とのことでしたが、クイズ
にはすべて正解！回答の理由も正しくて、かすか
に記憶が残っていたのかもしれません。この生徒
はなんと高校入学試験の前日であるにもかかわら
ず、法律教室に参加してくれました。前回が楽し
かったから今回も参加してくれた・・、そうだっ
たら嬉しいです。
　25日の総会準備などで準備がおろそかになり、
「20歳で成人」という画像が出たり、寸劇を用意
するのを忘れてたりと不手際をさらしてしまいま
した。久松さんのトーク力で何とか乗り切りまし
たが、子どもたちに申し訳なかったです。本当に
準備の大切さを痛感しました。
　終了後のアンケートでは楽しかったという意見
が大半でほっとしました。なお開催方法について
はオンラインが良いとの意見が一番多かったです。
気軽に参加できるオンライン方式は、今後も続い
ていきそうです。

法律教室	

名　称：第４回茨城県日朝友好促進特別授業会
日　時：令和５年２月18日（土）９：30～
場　所：茨城朝鮮初中高級学校
対　象：初級学校（小学校）
　　　　児童／高学年６名・低学年６名
講　師：高学年・宮部／低学年・諏訪

　水戸にある茨城朝鮮初中高級学校より「特別授
業会」参加のお誘いを受け、上記のとおり講義を
しました。青司協は以前から同授業会に参加して
きましたが、コロナ禍で休止が続き４年ぶりの開
催となるそうです。この授業会の目的は、授業を
通して講師が生徒や教員と交流することにあるの
で、私達の他にも6名ほどの講師が参加し、芸術
関係の講義、外国滞在体験談、映画鑑賞法の講義
などが開催されました。
　私たちは対象が小学生ということで、紙芝居「解
釈の力」を用いた法教育を行いました。高学年と
低学年で別々に同じ内容の授業をしたのですが、
高学年は「きまり」が作られた理由について早く
から意識していたのに対し、低学年は「きまり」

の文言を素直に解釈する子が多く、興味深かった
です。どちらも６人という少人数の参加者だった
ので、１人１人の話をよく聞いて授業を進めるこ
とができ、子どもならではの面白い考えも聞けて
楽しかったです。
　授業の後は高校生のスピーチ発表やビジネスプ
レゼンテーション、食堂での昼食（やはりキム
チがおいしい！）、教員と参加講師の意見交換会、
と盛りだくさんな１日でした。
　意見交換会では、部分的にではありますが朝鮮
学校と関係者の現状を知りました。学校と生徒保
護者との間に深く温かい関係がある一方、生徒数
の減少による問題点もあります。このような機会
に朝鮮学校について見識を深め、市民の権利擁護
などの青司協の活動にもつなげていきたいです。
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❶水戸市　❷アメリカ西海岸（その地域の
文化に興味があるから）。　❸会社の経営者。
❹理事６年目になります。今年度もよろしく
お願いします！　

会計　山野邊　義敏

❶新潟市　❷ドイツ　ビールめぐりと、クリ
スマスマーケットに行ってみたい。　❸ピア
ノと本と宇宙が好きなので、どれかに関係し
た仕事がしてみたいです。宇宙は理系が得意
に生まれないと難しそうですが…来世に期待
します。　❹若い世代の活躍がまぶしいこの
頃、私も初心を忘れずに１年間理事として勤
めていきたいと思います！

田中　麻衣子

❶水戸市　❷スウェーデン　ユッカスヤル
ヴィのアイスホテルで涼みたいです。　❸
ジェイソン・ステイサムのようなアクション
俳優。　❹今年度から理事を拝命いたしまし
た。まだまだ新人ですが、勇往邁進、日々努
めて参りますので、ご指導ご鞭撻のほどお願
いいたします。

眞壁　芳太郎

❶栃木県野木町　❷フランス　美術が好きな
のでルーブル美術館に行きたいです。　❸具
体的には特にないですが、海外を飛び回るよ
うな仕事に就きたいですね。　❹開業10年、
最後の理事職になると思いますので、精一杯
頑張ります！

松井　直

❶日立市　❷クロアチア　アドリア海を見た
い。　❸何かの研究者　興味のあることを突
き詰めることに没頭したい。　❹心機一転、
水戸で頑張っています。やっぱり面白いと思
うことに時間を使いたいですね。

須藤　勇樹

❶埼玉県川口市　❷外国は苦手なので、四国
でうどん巡りですかね。　❸そうですね、夢
を売る仕事につきたいです。　❹今年度は全
青司事務局、関ブロ研修主管と例年の事業に
プラスして忙しくなりましたが、どうせやる
なら楽しんできましょ～。

太田　亮介

❶常陸太田市　❷エジプト　ピラミッドとス
フィンクスを生で見てみたいから。　❸漫画
家。　❹今期も理事を務めさせていただくこ
とになりました。のんびり屋ですが、マイ
ペースに頑張ります。よろしくお願いします。

根本　泰河

❶茨城県日立市　❷アメリカ　ヨーロッパに
は少し行ったので、ベタですがアメリカの景
色を見てみたい。　❸料理人か、医師か。　
❹多くの人が参加してくれたら、それだけ楽
しい組織になります。そのためにもう少し、
微力ながら頑張ります。

宮部　正樹

❶日立市　❷モルジブ　海が好きだから。　
❸戦闘機乗り。　❹久松会長の無茶振りによ
り、青年という年齢は突き抜けておりますが
理事を務めさせていただく事となりました。
今年１年間よろしくお願いいたします。

渡邊　正人

❶埼玉県川口市　❷メキシコ　マヤ文明の遺
跡を見たい。　❸学者　好きなことを熱く追
及する人生に憧れます。　❹本年度は副会長
を務めることになり恐縮していますが、会員
の皆様にとってさらに魅力的な青司協を目指
して頑張ります。よろしくお願いいたします。

副会長　諏訪　知子
❶古河市（旧総和町）　❷インド　20代で
行ったときの興奮がいまだに忘れられないの
でまた行きたい。　❸司法書士！ではない何
か（笑）欲張りなので違うことにチャレンジし
たいです。この人生では全うできるよう頑張
ります。　❹理事をだいぶ長いこと務め続
け、今年は会長を務めております。今年は盛
り沢山の一年ですが、日々充実しており楽し
くやってます。最後まで駆け抜けられるよう、
皆さんどうぞよろしくお願いいたします。

会長　久松　伸一

新 入 会 員 紹 介
❶出身地
❷行ってみたい国とその理由
❸生まれ変わるなら何の仕事に就きたい？
❹ご挨拶
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